


野田  幸子
同窓会会長

（1979（S54）年高卒）

同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
2
5
年
は
日
本
初
の
女
性
総

理
が
誕
生
し
、日
本
社
会
が
よ
り
良
く

な
る
よ
う
期
待
の
高
ま
っ
た
年
で
し
た
。

今
年
の
5
月
で
、私
の
会
長
と
し

て
の
任
期
が
終
わ
り
ま
す
。こ
の
４
年

間
、世
の
中
が
ど
う
変
化
し
て
も
変

わ
ら
ず
守
り
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
、一
方
そ
の
変
化
に

沿
っ
て
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

2
0
2
5
年
5
月
に
は
福
岡
女
学

院
創
立
1
4
0
周
年
を
迎
え
、伝
統

と
そ
の
重
さ
を
感
じ
、こ
れ
か
ら
も

創
立
の
精
神
を
永
遠
に
引
き
継
い
で

い
き
た
い
と
い
う
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
し
た
。

そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
以
降
開
催
を
見

合
わ
せ
て
お
り
ま
し
た
同
窓
会
懇
親

会
を
、6
年
ぶ
り
に
西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。そ
の
中

で
中
高
部
会
主
催
の
卒
業
生
1
4
0

人
展
の
パ
ネ
ル
も
展
示
し
、華
や
か
な

皆
様
の
笑
顔
に
触
れ
、歴
史
あ
る
同

窓
会
の
良
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、同
窓
生
、生
徒
、学
生
、学
院

の
た
め
に
、い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
ディ
ア
や

案
を
掲
げ
、で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。４
年
間
は
長
い

よ
う
で
で
き
る
こ
と
に
限
り
は
あ
り

ま
し
た
が
、学
年
同
窓
会
、映
画
上
映

会
、大
学
カ
フ
ェ
リ
ニュ
ー
ア
ル
支
援
な

ど
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、無
事
任

期
を
終
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
こ

と
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
及
び
福
岡
女
学
院
の
益
々
の

発
展
を
こ
こ
ろ
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

会報誌『ぶどう』デジタル配信へ

今後の同窓会からのお知らせについて

兼ねてより印刷物のデジタル化を推進してまいりましたが、印刷物での郵送を
希望される方にのみお送りする予定です。
郵送をご希望の方は、右記の二次元コードから申込みいただくか、右記の1～4
の事項をご記入の上、メール、FAXまたは郵送にて、最終ページ下部に記載さ
れている同窓会事務局宛にお送りください。

上記のように、印刷物での受け取りを希望される方以外は、メールやSNS でのお知らせとなりますので、
できる限りメールアドレスの登録をお願いいたします。また、住所やメールアドレス等に変更がある方は、
同窓会ホームページより変更・追加をお願いいたします。ホームページからの登録・変更が難しい方は、同
窓会事務局までご連絡ください。※事務局からのメール（@fukujo.ac.jp）が受信できるよう設定してください。

1. お名前（卒業時のお名前も）
2．生年月日
3. 卒業のグレード

）年業卒（）校学（
4. 会員番号（分かれば）

〔 郵送受取希望のかた 〕

※福岡女学院同窓会ホームページで詳細をご確認いただけます。
SNSでも配信いたしますので、フォローをお願いいたします。各アカウントの二次元コードは、P17に掲載しております。
キャンセルのご連絡は、5月7日(木)までにお願いいたします。

ソラリア西鉄ホテル福岡  8階 彩雲「雪月の間」場 　所 ：

2000（H12）年卒業生（高校・短大・大学）当番学年：

一般 7,000円 ／ 80歳以上・2015～2025年卒の方 3,500円 ／ 新卒・準会員 2,000円参加費 ：

2026年5月17日（日）  11：00～14：30（10：30開場）日　 時 ： 日曜日のため特別礼拝から始まります。

申
込
方
法

福岡女学院同窓会総会・懇親会
創立141周年 2026年度

01700-1-93350
福岡女学院同窓会

ゆうちょ銀行　店名　一七九（イチナナキュウ）
当座　0093350　福岡女学院同窓会 

他銀行からのお振り込みゆうちょ銀行からのお振り込み

申込フォーム入力後、送信(右の二次元コードより)もしくは、同窓会事務局までメール、電話、FAXのいずれかの方法で
お申し込みのうえ、4月30日（木）までに参加費をお振り込みください。
お振り込みをもって申し込み完了とさせていただきます。

会
長   
挨
拶

同窓会ホームカミング＆バザー
福岡女学院創立141周年

バザーであなたの作品を出品しませんか？
作品の一部に、女学院をイメージしたものをご使用ください。(ぶどう、錨、制服の色 等)
お申込み・お問い合わせは、同窓会事務局まで。

応募締切：2026年3月末日

2026年
5月16日(土)
10:00～15:00

福岡女学院 募金のお願い
福岡女学院の歩みは、同窓生の皆さまのあたたかなご支援とお祈りに支えられてきました。

これからの学院の発展のために、皆さまのお力添えをお願い申し上げます。
寄付金の使途は以下よりお選びいただけます

その他、皆さまのご意向によって、使途を指定していただくことができます。

福岡女学院中学校・高等学校 校舎建替えに伴う

福岡女学院中学校・高等学校
『かがやく』応援募金

1

末永く質の高い保育を実践し続ける幼稚園として

すももの木募金

3

新校舎建築を契機とした「大切なひとり」である生徒の個性と
才能を伸ばすための、さらなる教育の充実及び施設設備の充
実等といった教育環境の整備のために

期　間 2022年9月～2027年3月（予定） 目標額 2億円

募金額 個人：一口 10,000円 ／ 法人：一口 50,000円
※一口未満のご寄付もありがたくお受けいたします。

期　間 2025年6月1日～2028年5月31日

募金額

学生・生徒・園児の教育に思いをつなげる

ぶどうの木募金

2

学生・生徒の奨学資金の充実のために
学生・生徒・園児の教育、学習および生活に関する
支援事業のために

目
的

目
的

目
的

果物の木、植栽などの整備や園庭整備
（築山トンネル・ガチャポンプ等の設
置）、 子ども達の育ちに必要な園庭遊
具の設置や遊具購入のために

募金額 下記のいずれかの金額をお選びください。
3,000円 ／ 5,000円 ／ 10,000円 ／ 任意の金額

個　人：一口 1,000円
法人等：一口 5,000円
（一口未満のご寄付もありがたくお受けします。）

愛の精神に基づく、日本で一番美しい看護大学へ

看護大学オリーブ基金
5

募金額

目
的

オリーブの木に囲ま
れた美しいキャンパス
を目指す看護大学の
「グリーンキャンパス
構想」実施のために

オリーブ特別基金：30,000円～
オリーブ一般基金：  2,000円～

心と心を繋ぐ「短歌」を通じて、
社会に豊かな文化を発信する

福岡女学院短歌コンクール募金
6

募金額

目
的
福岡女学院短歌コンクール運営の支援
のために

任意の金額でありがたくお受けします

主体的に看護を想像できる人材育成を目指し、
看護および医療の質向上へ

看護大学 シミュレーション教育センター
AI Sim基金

4

シミュレーション教育の質を高め、主体
的に看護を想像できる人材育成を目指
し、看護および医療の質向上に貢献す
るために

福
岡
女
学
院

寄
付
サ
イ
ト

中学校舎のドアはスクールカラー 
木製のバイブルボードは愛唱聖句が刻まれています

目
的

募金額 個　人：  2,000円～
法人等：30,000円～
（任意の金額でも、ありがたくお受けします。）

お
申
込
み
は

こ
ち
ら
か
ら

ご支援のおかげで
学業に専念でき、
将来の夢に向かって
日々勉学に
励んでいます

F u k u o k a  J o  G a k u i n  A l u m n a e  A s s o c i a t i o nF u k u o k a  J o  G a k u i n  A l u m n a e  A s s o c i a t i o n 0102



5
月
18
日
、西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

に
於
い
て
、総
会
お
よ
び
懇
親
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。学
院
か
ら
、廣
田

理
事
長
、守
山
院
長
、副
島
学
長
、松

永
学
長
、重
枝
校
長
、碇
事
務
局
長
、

松
原
名
誉
理
事
長
、十
時
名
誉
理
事

長
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

恩
師 

谷
口
奈
々
美
先
生
、田
中
博
文

先
生
を
お
招
き
し
、1
1
4
名
の
同

窓
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
、礼
拝
を
守
り
ま

し
た
。守
山
院
長
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
き
、創
立
者
ギ
ー
ル
先
生
の
思
い

と
、こ
れ
ま
で
紡
が
れ
て
き
た
学
院
の

歴
史
を
覚
え
て
祈
り
ま
し
た
。総
会

で
は
、す
べ
て
の
議
事
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、廣
田
理
事
長
の
挨
拶
、

副
島
学
長
の
乾
杯
の
発
声
に
よ
り
、

和
や
か
な
歓
談
の
時
が
始
ま
り
ま
し

た
。1
9
9
9
年
卒
業
の
皆
様
に
は
、

当
番
学
年
と
し
て
進
行
や
受
付
等
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、中
高

部
会
に
よ
る
パ
ネ
ル
展
示「
1
4
0
人

展
」が
両
脇
の
壁
沿
い
に
並
び
、多
く

の
方
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。午
後

の
お
茶
会
と
し
て
の
デ
ザ
ー
ト
プ
レ
ー

ト
は
、初
の
試
み
な
が
ら
お
楽
し
み
い

た
だ
け
た
よ
う
で
何
よ
り
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
は
書
面
審
議
や
学
校

開
催
が
続
き
、ホ
テ
ル
で
の
総
会
は
実

に
6
年
ぶ
り
で
し
た
。学
院
創
立

1
4
0
周
年
の
節
目
に
ふ
さ
わ
し
い

華
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を

大
変
う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。一
方
で
、

役
員
一
同
運
営
に
不
慣
れ
な
面
が
あ

り
、ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

配
布
資
料
に
お
き
ま
し
て
、誤
記
が
ご

ざ
い
ま
し
た
こ
と
を
、訂
正
し
て
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

総
会
・
懇
親
会

開
催
報
告

2025年度

創立記念ホームカミング・バザー

5
月
17
日
、学
院
創
立
記
念
式

典
が
ギ
ー
ル
記
念
講
堂
で
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。雨
予
報
で
し
た
が
、

晴
天
に
恵
ま
れ
、メ
イ
ク
イ
ー
ン・メ

イ
ポ
ー
ル
ダ
ン
ス
は
ロ
ー
タ
リ
ー
で

行
わ
れ
、大
勢
の
方
々
が
取
り
囲

ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

同
窓
会
で
は
、ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ・

デ
ー
と
し
て
、集
会
室
で
お
茶
と
お

菓
子
を
提
供
い
た
し
ま
し
た
。中

高
校
舎
2
階
の
渡
り
廊
下
に
は
、

パ
ネ
ル
展
示「
1
4
0
人
展
」が
公

開
さ
れ
、行
事
の
合
間
に
お
立
ち

寄
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

1
2
5
周
年
記
念
館
ピ
ロ
テ
ィ
ー

で
は
、バ
ザ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。思
い
思
い
の
品
々
が
並
ん
で
盛

況
で
し
た
。出
店
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
し
た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

2025年4月19日　監査の結果
相違ないことを認めます。

会計報告
2024年度 決算

■ ［収入の部］

■ ［支出の部］

https://www0.fukujo.ac.jp/alumnae/report/ 
パスワード ： alumnae1885 

会計報告は、同窓会HPでもご閲覧いただけます。

2024年度収入累計

2024年度決算科 　 目 2024年度予算

入会金
会費
受取利息
寄付金
雑収入

預金受取利息

クリスマス会参加費、バザー売り上げ

2,565,000
39,399,797

36,299
229,310
146,861

42,377,267

会議費
行事費
役員活動費
役員外活動補助費
旅費交通費
支援金
広告宣伝費
印刷費
通信費
人件費
支払い報酬
修繕費
備品費
ソフトウェア費
事務消耗品費
リース代
慶弔費
研修費
保険料
支払手数料
雑費
学院寄付金
予備費

160,576
957,916

1,076,891
24,600
777,212

1,148,730
143,000

1,580,026
4,561,148
4,503,561
572,000
18,150
109,970

0
355,267
195,360

0
0

45,880
307,394
32,175

1,000,000
48,733

124,000
2,186,000
1,050,000
15,000

1,517,000
2,622,000
320,000

1,103,000
3,775,500
4,416,000
654,500
100,000
150,000

0
512,000
198,000
50,000
50,000
46,000
314,000
6,000

1,000,000
500,000

総会、支部長会、3部会合同会議　開催費
卒後50年、ホームカミング、クリスマス会、準会員・正会員入会記念品
役員・監査活動費（19名）、支部総会参加費等
各学校部会役員活動費（12名）
役員・事務局・選考委員会、支部総会・支部長会出席　交通費
各学校部会/学部学科会活動・行事費、中高生徒会、大学学友会、看護大学学友会
ホームページ・SNS等、各学祭パンフレット広告掲載
総会プログラム・資料、会報誌ぶどう、行事等案内、部会・支部他
総会・ぶどう・行事等、部会・支部等発送費、SNS年間契約料/通信料、電話料
パート3名　給与（交通費、労働保険料含む）
税理士、社労士　報酬
コピー機・パソコン修理、ピアノ調律等
パソコン購入
会員名簿管理用ソフトウェア導入・整備
事務・その他消耗品（用紙・封筒等、コーヒー、洗剤等）
コピー機リース代

役員研修
役員傷害保険料　
振込手数料他

総　計

合　計

17,618,589 20,709,000

■ ［支出の部］
2025年度予算科 　 目

会議費 
 
 
 
 
 
 
 
 
役員活動費 
役員外活動補助費 
旅費交通費 
 
 
 
広告宣伝費 
印刷費 
通信費 
人件費 
支払い報酬 
修繕費 
備品費 
事務消耗品費 
リース代 
慶弔費 
研修費 
保険料 
支払手数料 
雑費 
学院寄付金 
予備費 

160,000
2,500,000
3,300,000
250,000
250,000
140,000
70,000
600,000
610,000
900,000
20,000

1,000,000
3,000,000
350,000
460,000
320,000
200,000

1,000,000
5,500,000
450,000
100,000
250,000
555,000
198,000
50,000
50,000
55,000
320,000
6,000

2,000,000
500,000

25,164,000

役員会、各代表者の合同会議、3部会合同会議 
総会・懇親会(ホテル開催)、プログラム・別添資料印刷 
ぶどう発行(15000部)、封入費、郵送代 
クリスマス会　案内送付費、飲食代、花等 
卒後50年(1975年卒)　祝会飲食代、案内送付費　 
クリスマスカード　デザイン・印刷代(1200枚)、郵送代 
ホームカミング　飲食代、紙コップ等 
準会員入会記念品 
正会員入会記念品 
役員・監査活動費（15名）、各学校部会役員活動費（12名）、広報部取材費、支部総会参加費 
サポーター活動補助等 
役員・事務局・監査・選考委員会交通費、支部総会・支部長会出席交通費 
各学校部会/学部学科会、支部等 
中高生徒会、大学学友会、看護大学学友会 
メサイアチケット、中高礼拝奨励者謝礼、創立140周年記念お花代 
ホームページ・SNS整備等、各学祭・音楽科卒業生会パンフレット広告掲載 
部会・支部等　印刷 
部会・支部等発送費、SNS年間契約料/通信料、電話料、電話機交換・設置 
パート4名　給与（交通費、労働保険料含む） 
税理士、社労士　報酬 
コピー機・パソコン修理、ピアノ調律等 
パソコン購入 
通信環境整備、事務・その他消耗品(用紙・封筒等、コーヒー、洗剤等)、電話機購入 
コピー機リース代 
 
役員研修 
役員傷害保険料 
会員名簿管理費、金庫料・振込手数料 
 
各学校別寄付金、140周年お祝い金 

総　計

■ ［資産の部］

現金
普通預金
ゆうちょ銀行

66,294 
272,174,596 
22,541,738 
294,782,628 

530,924 
294,251,704 

人件費（3月分）
現金・預金合計
流動負債合計
純資産合計

※パスワードは同窓会員専用ですので、
　お取り扱いにご注意ください。

2025年度 予算
■ ［資産の部］

2025年度予算 備 考
2025年度会費
会費会計より
受取利息
雑収入
寄付金

22,194,000
2,959,400

600
0

10,000
25,164,000

822名（2024年度卒業生）×27,000円

収入合計

行事費

支援金
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福
岡
女
学
院
同
窓
会
の
皆
さ
ま
、日
ご
ろ
は
女

学
院
の
発
展
の
た
め
に
大
き
な
お
支
え
を
い
た
だ

き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。今
こ
の
時
、卒
業

生
の
お
一
人
お
一
人
が
社
会
で
そ
し
て
ご
家
庭
で
大

事
な
役
割
を
果
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
こ
そ
が
、長
年

に
わ
た
り
女
学
院
が
果
た
し
て
き
た
女
子
教
育
の

輝
か
し
い
成
果
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
覚
え

ま
す
。

2
0
2
5
年
度
は
1
9
8
5
年
の
英
和
女
学
校

創
立
か
ら
1
4
0
周
年
を
迎
え
、記
念
式
典
、メ
イ

ポ
ー
ル
ダ
ン
ス
・
メ
イ
ク
イ
ー
ン
を
盛
大
に
お
祝
い
で

き
、ま
た
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
や
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト「
メ
サ
イ
ア
」に
お
き
ま
し
て
、多
く
の

皆
さ
ま
か
ら
の
お
喜
び
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
の
発
展
と
と
も
に
女
学
院

の
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

創
立
1
4
0
年
と
い
う
節
目
の
今
年
、同
窓
会
の

皆
様
の
母
校
に
対
す
る
思
い
を
折
々
に
感
じ
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。思
い
を
寄
せ
て
く
だ
さ
り
、ご

支
援
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

5
月
に
開
か
れ
た
同
窓
会
総
会
で
は
、大
先
輩

か
ら
若
い
方
ま
で
が
一
堂
に
会
す
る
こ
と
の
喜
び
が

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。同
窓
会
中
高
部

会
に
よ
る「
1
4
0
人
展
」は
、卒
業
さ
れ
て
な
お

女
学
院
生
ら
し
い
同
窓
生
の
皆
様
の
パ
ワ
ー
に
溢
れ

て
お
り
、中
学
生
・
高
校
生
も
大
い
に
刺
激
を
受
け

ま
し
た
。資
料
室
主
催
の「
短
期
大
学
お
も
い
で
写

真
展
」に
は
多
く
の
方
が
来
場
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
福
岡
女
学
院
を
覚
え
、お
力

を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。同
窓
生
の
皆
様
が
誇
り
と
す

る
女
学
院
で
あ
り
続
け
ま
す
。

守山  惠子
学校法人 福岡女学院
院長

廣田    りょう
学校法人 福岡女学院
理事長

同
窓
生
の
皆
様
、2
0
2
5
年
4
月
よ
り
福
岡
女
学

院
看
護
大
学
の
学
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
松
永

　彰

と
申
し
ま
す
。

本
年
は
、福
岡
女
学
院
が
英
和
女
学
校
と
し
て
開

学
し
て
1
4
0
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、様
々

な
行
事
へ
の
参
加
を
通
じ
て
福
岡
女
学
院
の
豊
か
な
伝

統
と
歴
史
の
重
み
を
肌
で
感
じ
て
お
り
ま
す
。看
護
大

学
も
開
校
以
来
18
年
目
を
迎
え
、多
く
の
卒
業
生
を

社
会
に
送
り
出
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。福
岡
女
学
院
看

護
大
学
で
は
、キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
き
、看
護
を

通
じ
て
患
者
さ
ん
と
共
に
自
ら
も
成
長
す
る「
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ケ
ア
リ
ン
グ
」と
学
院
聖
句
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

知
識
や
技
術
の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、他
者
へ
の

深
い
共
感
と
奉
仕
の
心
を
育
む
教
育
を
実
践
し
て
い

ま
す
。ま
た
、本
学
の
大
き
な
特
徴
の
一つ
で
あ
る
臨
床

現
場
を
再
現
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

I
C
T
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
お
り
、学
生
た
ち
は
臨
床
の
実

践
的
な
能
力
を
効
果
的
に
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。こ
の

教
育
は
、学
生
が
自
信
を
持
っ
て
臨
床
現
場
で
活
躍
す

る
た
め
の
基
盤
を
築
く
上
で
、大
き
な
成
果
を
上
げ
て

お
り
、今
後
も
こ
の
教
育
方
法
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。同
窓
生
の
皆
様
に
は
、

こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
温
か
い
絆
を
紡
い
で
い
た
だ

き
、今
後
と
も
本
学
の
教
育
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

卒
業
生
の
皆
様
、創
立
1
4
0
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。学
校
長
の
重
枝
で
す
。５
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

年
々
増
し
て
い
る
体
感
と
し
て
、生
徒
た
ち
の「
い
い

顔
」が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。生
徒
た
ち
の
校
内
外
で
の
活

躍
は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。感
情
や
雰
囲
気
と
い
う

も
の
は
伝
染
す
る
も
の
で
、職
員
室
の
先
生
方
の「
い
い

顔
」が
あ
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
い
い
顔
」と
は
？ 

そ
れ
は
、た
だ
楽
し
い
表
情
を
し
て
い

る
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
の
で
す
。目
の
前
の
こ
と
に
熱
中

し
、夢
中
に
な
っ
て
い
る
そ
の
表
情
は
、「
い
い
顔
」な
の
で
す
。

だ
か
ら
私
は
、生
徒
・
教
師
一
人
一
人
が「
い
い
顔
」で
学

校
生
活
し
て
い
る
、そ
ん
な
雰
囲
気
で
満
た
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、同
窓
会
か
ら
の
温
か
い
支
援
や
励
ま
し
は
、私

の
元
気
の
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。卒
業
式
の
式
典
に
参
加

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
卒
後
50
年
の
学
年
の
み
な
さ
ん

に
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
際
に
は
、いつ
も「
校
長
が

ん
ば
れ
ー
！
」と
明
る
い
大
き
な
声
で
言
っ
て
い
た
だ
け

る
の
も
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
充
に
な
っ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
価
値
は
人
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。私
は
、人
の

可
能
性
を
信
じ
て
い
き
た
い
。

み
な
さ
ん
の
D
N
A
で
あ
る「
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
フ
ァ
ー

ス
ト
ペ
ン
ギ
ン
」マ
イ
ン
ド
を
持
つ
後
輩
た
ち
を
、こ
れ
か

ら
も
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
い
い
顔

昨
年
度
は
多
く
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
任

務
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
度
の「
ぶ
ど
う
vo
l.
30
」で
、同
窓
会
の
皆
さ

ま
の
“つ
な
が
り
”の
強
さ
と
“女
学
院
愛
”の
深
さ
に

気
づ
い
た
こ
と
を
お
話
し
ま
し
た
。そ
の
気
づ
き
を
、

“飛
躍
的
に
”そ
し
て
“圧
倒
的
に
”強
固
な
も
の
に
す

る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。5
月
18
日
開
催
の
同
窓
会

総
会
で
す
。特
別
大
き
な
会
場
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
の

参
加
を
得
て
、た
く
さ
ん
の
同
窓
生
の
皆
さ
ま
と
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
窓
会
の
“大
き
さ
”に
驚
き
、皆
さ
ま
が
女
学
院
を

誇
り
に
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

「
女
学
院
は
誇
り
高
き
拠
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
続
け
ね
ば
」

と
決
意
を
新
た
に
し
た
次
第
で
す
。同
窓
会
が
福
岡
女

学
院
の
素
晴
ら
し
い
魅
力
の
一つ
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。

誇
り
高
き
拠
り
ど
こ
ろ

副島 雄児

福岡女学院大学
福岡女学院大学短期大学部
学長

松永　彰
福岡女学院看護大学
学長

重枝  一郎

福岡女学院中学校
福岡女学院高等学校
校長

※「
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
フ
ァ
ー
ス
ト
ペン
ギ
ン
」と
は

　「応
援
さ
れ
力
＋
チ
ャレン
ジ
力
」の
中
高
の
本
年
度
の
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ

在校生支援・贈呈式

毎年、同窓会から各学校へ支援金をお贈りしています。
今年の学院寄付金は中高と看護大学へ。5月には学院創立140周年のお祝いとメイクイーン台座の装花のために。

9月には大学カフェリニューアルに伴って食器類を寄贈しました。
準会員の皆様が有意義な学校生活を送られますように。母校の益々のご発展をお祈り申し上げます。

140周年お祝い・
装花のために

学院寄付金
(中高)

学院寄付金
(看護大学)

中高生徒会

大学学友会 看護大学学友会

大学カフェ
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中高部会

2024年度高等学校を卒業された皆さんへ、
お祝いの気持ちを込めてメッセージカードと記念品のクリアファイルをお贈りしました。
また、2025年度に入学された中学・高等学校の新入生の皆さんには、
WELCOME MISSIONの想いを添えてメッセージカードを贈りました。
ひとりひとりのこれからの歩みが希望にあふれるものになるよう、心を込めてお渡ししました。

２
０
２
５
年
は
戦
後
80
年
、戦
争

の
様
々
な
記
憶
が
掘
り
起
こ
さ
れ

る
年
と
な
り
ま
し
た
。80
年
前（
昭

和
20
年
）６
月
の
福
岡
大
空
襲
の
こ

と
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
。今
も
止
ま

な
い
世
界
各
地
の
戦
争
、紛
争
に
心

痛
め
な
が
ら
、改
め
て
平
和
の
尊

さ
、平
和
を
守
っ
て
行
く
こ
と
の
大

切
さ
を
強
く
思
わ
さ
れ
る
年
と
な

り
ま
し
た
。

そ
し
て
、こ
の
年
、わ
た
し
た
ち
の

母
校
は
１
４
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。

福
岡
で
最
も
長
い
歴
史
を
持
つ
学
校

で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、わ
た
し
た
ち
の
女
学
院
は

ど
ん
な
学
校
、ど
ん
な
教
育
を
し
て

い
る
学
校
だ
ろ
う
と
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。ま
た
、女
学
院
は
こ
れ
か
ら

ど
こ
へ
向
か
っ
て
い
け
ば
い
い
の
だ
ろ

う
と
、い
わ
ば
、女
学
院
の
過
去
・
現

在
・
未
来
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
年
と

な
り
ま
し
た
。こ
れ
を
目
に
見
え
る

形
に
し
よ
う
と
し
た
の
が「
卒
業
生
・

１
４
０
人
パ
ネ
ル
展
」で
す
。

卒
業
生「
１
４
０
人
」に
し
た
の
は

創
立
１
４
０
年
に
因
ん
だ
も
の
で

す
。昭
和
20
年
入
学
の
長
野
厚
子
先

生
が
一
枚
目
の
パ
ネ
ル
。令
和
７
年
、

今
年
の
卒
業
生
若
松
真
央
さ
ん
が

１
４
０
枚
目
の
パ
ネ
ル
。延
べ
１
７

４
人
の
大
パ
ネ
ル
展
と
な
り
ま
し

た
。卒
業
生
の「
パ
ネ
ル
展
」と
し
た

の
は
、「
女
学
院
と
は
ど
う
い
う
学

校
で
す
か
？
と
聞
か
れ
る
と
、卒
業

生
を
見
て
く
だ
さ
い
と
答
え
ま
す
」

と
い
う
故
徳
永 

徹
先
生
の
お
こ
と

ば
に
拠
っ
た
も
の
で
す
。延
べ
１
７

４
人
の
卒
業
生
た
ち
か
ら
、女
学
院

と
い
う
学
校
と
そ
の
教
育
の
姿
を
確

か
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

卒
業
生
１
７
４
人
の
お
一
人
お
一

人
は
、女
学
院
で【
一
人
一
人
が
大
切

に
さ
れ
た
こ
と
、自
由
だ
っ
た
こ
と
、

毎
日
の
礼
拝
を
通
し
て
、
愛
と
思

い
や
り
、平
和
な
ど
を

考
え
さ
せ
ら
れ
た
】こ

と
を
述
べ
て
お
ら
れ
ま

す
。私
は
一
枚
一
枚
の
パ

ネ
ル
か
ら
、お
一
人
お
一

人
が
、女
学
院
で
学
ん

だ
こ
と
を
、今
現
在
の

ご
自
分
の
生
活
の
座

で
、生
か
し
、用
い
、働

か
せ
て
お
ら
れ
る
姿
が

伝
わ
っ
て
き
て
、深
く

心
打
た
れ
ま
し
た
。

９
月
、中
・
高
校
舎
に

行
く
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。翌
日
が
文
化
祭
と

い
う
こ
と
で
、中
・
高
生

た
ち
は
上
級
生
・
下
級
生
の
垣
根
を

超
え
、協
力
し
て
ク
ル
ク
ル
動
き
回
っ

て
い
ま
し
た
。は
じ
け
る
よ
う
な
笑

顔
が
印
象
的
で
し
た
。ま
た
、中
２

が
描
い
た「
ク
リ
ス
マ
ス
」、美
術
の
時

間
に
制
作
し
た「
手
」の
塑
像
、体
育

館
で
は
ク
ラ
ブ
活
動
に
集
中
し
て
い

る
一
人
一
人
の
真
剣
な
眼
差
し
。「
み

ん
な
生
き
生
き
し
て
い
て
い
い
な

あ
」と
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。こ
の

生
徒
さ
ん
た
ち
が
創
っ
て
行
く
３
年

後
、６
年
後
、10
年
後（
創
立
１
５

０
周
年
）の
女
学
院
は
ど
ん
な
学
校

で
し
ょ
う
。み
ん
な（
卒
業
生
）で
支

え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
こ
と

で
す
。

「
女
学
院
の
過
去・現
在・未
来
」

坂
元 

恵
子

● イベント開催情報は、同窓会LINEやインスタグラムよりご案内します ●

「卒業生140人展」には多くの反響をいただき、夏休み期間を利用し
て8月4日から9月13日まで追加展示を行いました。最終日には記念
イベントとして「グレープガーデン」を開催し、2000年高校卒で「卒業
生140人展」にも参加された卒業生をパネリストに、橋口隆文先生に
もご登壇いただいて座談会を実施しました。思い出話に花が咲き、
当時の学校生活や先生方とのエピソードが語られ、笑顔あふれる温
かなひと時となりました。

中高部会では季節のワークショップを
開催しています。2回目となったイース
ターエッグ作りでは、参加者それぞれが
思い思いのデザインでイースターエッグ
を制作し、完成後はみんなで楽しくエッ
グ探しを行いました。和やかな雰囲気
の中で交流が深まる時間となりました。

季節
ワークショップ

4月
イースターエッグを
作ってみよう！

福岡女学院創立140周年を記念し、中高部会では「卒業生140人展」を企画・開催いたしました。
本展は、現在17,000名を超える女学校・中学・高校の卒業生の多彩なご活躍の一端を、

140枚のパネルで紹介したものです。
2025年5月の創立記念日には、校舎内や同窓会総会・懇親会の会場で展示を行い、多くの皆さまにご覧いただきました。
その後も、オープンキャンパスや同窓会室で追加展示を実施し、ご来場くださいました皆さまに心より感謝を申し上げます。

12月を目前に、折り紙を使った「アドベ
ントカレンダー作り」を行いました。色と
りどりの折り紙でポケットや飾りを制作
し、オリジナルのカレンダーを完成させま
した。手作りのアドベントカレンダーとと
もに、待降節（アドベント）を楽しく心温
まる気持ちで過ごす準備が整いました。

季節
ワークショップ

11月
アドベント
カレンダー作り

グレープガーデン
～女学院の思い出を語る会～

卒業生140人展

創立記念日 校舎内展示の様子

同窓会総会・懇親会にて（会場：西鉄グランドホテル）
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短大・大学
部 会

短大・大学
部 会

写真：福岡女学院資料室提供

沢
山
の
ご
来
場
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

入
り
口
に
は
歴
代
先
生
方
の

写
真
が
ず
ら
り
。

「
先
生
若
い
！
」

「
授
業
厳
し
か
っ
た
よ
ね
〜
」

こ
こ
だ
け
で
30
分
以
上
談
笑
す

る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。

ガ
ウ
ン
キ
ャ
ッ
プ
企
画
は
大

好
評
！
短
大
も
大
学
も
コ

ロ
ナ
禍
の
卒
業
生
の
み
な

さ
ま
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
帰
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
20
歳
の
こ
ろ
に
戻
っ
た
よ

う
・・
」今
も
お
変
わ
り
な
い

で
す
よ
♪

1
9
6
4
年
の
開
学
か
ら
2
0
0
0

年
代
ま
で
年
代
別
に
懐
か
し

い
写
真
を
展
示
。卒
業
後
初
め

て
来
校
し
た
方
も
多
く「
来
て

よ
か
っ
た
。楽
し
か
っ
た
」と
た

く
さ
ん
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

2
0
2
6
年
2
月
28
日（
土
）

短
期
大
学
部
の
主
催
で
開
催
。

英
語
科
・
国
文
科
・
家
政
科
生

活
学
科
の
先
生
方
に
よ
る「
お

も
い
で
授
業
」「
懇
親
会
」の
ほ

か「
お
も
い
で
写
真
展
」の
出
張

展
示
も
あ
り
ま
す
！

短大60周年記念イベント
資料室主催「おもいで写真展」

つなぎ・つながる ～ 短大60周年準備委員会 ～

参加者
募集！

学院ホームページの二次元コードから
Googleフォームでお申し込みください。
メール・電話でも申し込み可能です。

福岡女学院
ホームページ

T E L    092-575-2949
E-mail    gakuin-pr@fukujo.ac.jp

2月28日（土）「おもいで写真展」の一部を
出張展示予定

夏、お越しになれなかった方もぜひ！

短
大
・
大
学
部
会
は「
短
大

60
周
年
準
備
委
員
会
」を
発

足
し
ま
し
た
。世
代
を
超
え

て
、ぶ
ど
う
の
枝
に
つ
な
が
る

仲
間
た
ち
で
す
。60
周
年
記

念「
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
」の

運
営
を
担
っ
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
12
名
、本
部
役
員

と
兼
任
し
て
く
だ
さ
る
方
や

関
西
支
部
か
ら
参
加
し
て
く

だ
さ
る
方
も
！
笑
顔
い
っ
ぱ

い
の
絆
に
感
謝
と
熱
意
で
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

応
募
作
品
は
、メ
ー
ル
の
も

の
も
あ
れ
ば
手
紙
の
も
の
な

ど
、様
々
で
し
た
。1
期
生
か

ら
最
近
の
卒
業
生
ま
で
、幅

広
い
年
代
の
卒
業
生
が
応
募

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

投
稿
形
式
や
卒
業
年
次
は

様
々
で
す
が
、ど
の
エ
ッ
セ
イ

も
2
年
間
の
青
春
を
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
過
ご
し
た
熱
い
思

い
が
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。そ

の
点
は
、皆
同
じ
で
し
た
。

原
稿
を
読
む
中
で
、短
大
60
年

の
歴
史
と
そ
の
重
み
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。初

期
の
頃
は
そ
れ
こ
そ
、ま
ず

親
と
戦
い
な
が
ら
、社
会
に

飛
び
出
し
て
い
っ
た
姿
が
語

ら
れ
て
い
ま
す
。最
近
の
卒
業

生
は
、軽
や
か
に
世
界
を
め

ざ
し
て
羽
ば
た
い
て
い
っ
て
い

ま
す
。で
も
そ
の
軽
や
か
さ

は
、初
期
の
こ
ろ
か
ら
の
卒

業
生
た
ち
が
奮
闘
し
、切
り

開
い
て
い
っ
た
道
が
あ
る
故

だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
作
品
集
を
作
成
し

て
い
き
ま
す
。楽
し
み
に
し
て

い
て
下
さ
い
。

こんにちは！短大60周年準備委員会・委員長の見城です。
短大はたった2年間だからこそ、忘れられない思い出がいっぱい。人生の宝物です。エッ
セイコンテストへのご応募ありがとうございました。私たちは作品を文集にまとめて「ミッシ
ョン永久保存版」として福岡女学院の宝物にしたいと思っています。2月28日開催の「お
もいで授業・懇親会」は大学短期大学部と学院広報・校友課、資料室のお力でステキな
一日になりそうです♪エッセイコンテストの表彰式も開催されます。どうぞお楽しみに！

担当科目は「ことばとコミュニケーション」「社会言語学」
若者の話す言葉を対象に地域の言語の変化やメディアに
おける言葉の使用実態を調査・研究 元短期大学国文科
教員 短大60周年記念「エッセイコンテスト」選考委員

★ エッセイコンテストの受賞者は同窓会ホームページに掲載されています ★

大学カフェでミーティング。たくさんの意見がとびかってとってもにぎやか♬

委員長よりご挨拶 1974(S49)年高卒・1976(S51)年短卒 見城 眞由美

エッセイコンテスト選考委員 二階堂先生にお聞きしました
～ エッセイコンテスト応募作品を読んで ～

二階堂 整 （写真中央）
人文学部 メディア・コミュニケーション学科 教授

短大・大学部会へのご意見ご要望はこちら ▶ tan_dai_dousou@fukujo.ac.jp

夏の終わりに開催された「おもいで写真展」。
たくさんの卒業生がミッションに帰ってきてくれました。

～ おもいで授業と懇親会 ～
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看護大学
部 会

「
ぶ
ど
う
の
木
に 

　 
　
　 

繋
が
る
い
の
ち
」

先
日
、子
供
達
が
ぶ
ど
う
の
粒

を
一
生
懸
命
数
え
て
い
る
姿
を
見

て
、ふ
と
考
え
ま
し
た
。一
本
の
ぶ

ど
う
の
木
か
ら
、は
た
し
て
ど
れ

ほ
ど
の
実
が
な
る
の
だ
ろ
う
か
？

一
本
の
ぶ
ど
う
の
木
か
ら
は

約
四
十
〜
百
房
ほ
ど
の
実
が
と

れ
、こ
こ
数
年
人
気
の
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
で
は
、一
房
あ
た
り
三

十
五
〜
四
十
五
粒
程
実
る
そ
う

で
す
。つ
ま
り
、一
本
の
木
か
ら
お

よ
そ
千
四
百
粒
以
上
も
の
実
が

な
る
そ
う
で
す
。

看
護
大
学
で
は
二
〇
二
五
年

三
月
に
第
十
四
期
生
が
卒
業

し
、二
〇
〇
八
年
の
開
学
か
ら

数
え
る
と
、千
四
百
名
以
上
の

卒
業
生
が
全
国
の
病
院
や
市
町

村
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

看
護
大
学
時
代
の
病
院
実
習

で
担
当
患
者
さ
ん
を
受
け
持
っ

た
際
に
は「
福
岡
女
学
院
看
護

大
学
の
学
生
で
す
」と
お
伝
え
す

る
と
、「
ま
あ
、福
岡
女
学
院
か

ら
！
」と
笑
顔
で
声
を
か
け
て
い

た
だ
く
こ
と
も
多
く
、と
て
も

嬉
し
く
誇
ら
し
い
気
持
ち
に

な
っ
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま

す
。こ
れ
も
長
い
歴
史
の
中
で
信

頼
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
福
岡
女

学
院
の
先
輩
方
の
お
か
げ
だ
と

感
じ
る
と
同
時
に
、そ
の
長
い
歴

史
と
歩
み
が
あ
っ
て
こ
そ
私
達

看
護
大
学
生
も「
福
岡
女
学
院

で
す
！
」と
胸
を
張
っ
て
名
乗
る

こ
と
が
出
来
た
の
だ
と
思
い
、感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

看
護
大
学
の
教
育
理
念
に

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
リ
ン
グ
」が
あ
り

ま
す
。患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
い

の
ち
に
寄
り
添
い
、看
護
を
通
し

て
自
ら
も
人
間
的
に
成
長
す
る

こ
と
が
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
リ
ン
グ
で

す
。た
だ
病
気
や
症
状
だ
け
に
対

応
す
る
の
で
は
な
く
、患
者
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
価
値
観
や
感
情
、

人
生
観
を
大
切
に
し
な
が
ら
関

わ
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

一
本
の
ぶ
ど
う
の
木
が
、根
か

ら
養
分
を
受
け
取
り
沢
山
実
を

結
ぶ
よ
う
に
、私
た
ち
看
護
大

学
の
千
四
百
名
以
上
の
卒
業
生

も
、看
護
職
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
で
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
リ
ン

グ
の
実
を
育
ん
で
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
大
地
に
し
っ
か
り
と
根

を
張
り
、互
い
に
支
え
合
い
な
が

ら
、福
岡
女
学
院
の
卒
業
生
と

し
て
実
り
あ
る
人
生
を
歩
ん
で

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

看
護
大
学
部
会

　
　
　
　
　
　

部
会
長

　上
野 

都
花

オリーブの森に佇む美しい看護大学を作り上げるため、
前学長の片野光男先生により2018年に「オリーブ基金」が設置されました。

今では沢山のオリーブの木々がしっかりと根を張り、看護大学の校舎を緑で美しく包みこんでくれています。
毎年10月は看護大学のオリーブ祭が開催されます。

2025年度は4月に就任された松永彰学長、そして古賀市の皆様も参加し、
学生や教職員総勢43名でオリーブの収穫を行い、合計50㎏ものオリーブの実を収穫しました。
摘み取ったオリーブの実はそれぞれお持ち帰りし、終始笑顔あふれる一日となりました。

第6 回
看護大学オリーブ祭

関西支部
10月4日（土）京都、東山の老舗ホテルにおいて、2025
年度の関西支部総会・懇親会が開催されました。
会場近くの野村美術館拝観、呈茶席で季節のお菓子
と一服のお薄をお楽しみ頂きました。床の間のお軸は
美術館開館者野村徳庵が写した画賛で、健康と長寿
を表す柿が描かれていました。
創立140周年を迎えた学院の５月の総会の様子、恒
例のメイポールダンス、新しくなった中高の校舎の映
像、セーラー服を着て通ったあの頃、ガウンキャップを
まとったあの日、懐かしい友との再会を喜び、たくさん
の笑顔の花が咲きました。
楽しい時間をお過ごしいただけたでしょうか。ほんの一
瞬女学院に舞い戻ったような秋の一日として心に刻ん
で頂ければ幸いでございます。お手伝いくださったすべ
ての皆様に感謝申し上げます。みんなで創った楽しい
総会でした。ありがとうございました。

関西支部 水口真由美

筑後南支部
11月8日に、三井港クラブにて支部総会を開催しまし
た。参加者は11名でした。いつも通り礼拝で始まり、一
緒に讃美歌を合唱すると、学生の頃に一瞬にして戻りま
す。そして、副支部長竹下さんがお祈りと体験談を話さ
れました。私は、そのお話しに感動しました。福岡女学院
で学んだから今の自分があると思い、たくさんの先生方
や友達に支えられていた事を思い出だしました。次は食
事をしながらの親睦会です。一人ずつの自己紹介と近
況報告は共通点もあり、又興味深く、盛り上がりのある
時間となりました。本当に参加いただきありがとうござい
ます。今後も支部会に、ご参加よろしくお願いします。

筑後南支部 安藤 恭子

関東支部
関東支部は、2025年6月25日（水）、東京ウィメンズ
プラザにて総会を開催しました。関東支部におきまし
ては、これまで通り「支部」として、メンバーグレープに
よる支部運営を継続していきます。2025年度は、母校
は創立140周年、関東支部も115周年という節目を
迎えます。今年は「談話室ぶどう」の開催があり、「クリ
スマス礼拝＆祝会」も140周年にふさわしい豪華な
企画でした。楽しく集える機会に、皆さまとともにこれ
までを振り返り、これからに思いを巡らせて行きたい
と思っております。同窓会に心を寄せてくださる多くの
方々に感謝申し上げます。

関東支部 川﨑由紀子

支 

部 

だ 

よ 

り
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進藤 真理 （1993(H5)年高卒）
メサイアが拡く強く繋げてくれた「ぶどう」の絆

音楽科卒業生会は代表を新たに引き継ぎ、新役員体
制となりました。
9月の総会後の懇親会へは、重枝校長もお招きして貴
重なお話や今後の励みとなる温かなアドバイスをいただ
き有意義な時間となりました。
11月の秋季学年委員会は同窓会館で行い、様々なご
意見を賜りました。

11月21日開催の卒業生演奏会は初の試みとして在校
生4名にも出演していただきました。
在校生、先生方、卒業生の方、たくさんのお客様にお
越しいただき学院からは素敵なお花を頂戴しました。心
より感謝申し上げます。
多彩な演目が揃い、世代を超えて音色が響き合う素
敵なひとときとなりました。
音楽科卒業生会としてより良い活動を続けてまいります

ので今後とも温かいお見守りいただけましたら幸いです。

音楽科卒業生会

音楽科卒業生会 代表　池田 麻耶 （35回生2000(H12)年音卒）

創立140周年のメモリアルイヤー
にソプラノソリストとしてステージ
に立たせていただき、心から嬉し
く、感謝しております。
メサイア合唱団の一員としてまた

合唱指導でこれまで長く携わってきました。
私にとって、ソリストはずっと憧れの存在でした。高校
の時から、ゲネプロと本番は間近で目にする絶好の

機会で、背中をじーっと観察してはその立ち姿や歌
の技術を盗んでいました。その大役…様々プレッ
シャーを抱えながらも、大合唱団の皆さんからのパ
ワーを背中で感じて賛美することができ、そして会場
全体で一緒にクリスマスをお祝いすることができ、至
福のひとときでした。
そして、またいつか福岡女学院のメサイアが響き渡る
師走が帰って来る日を待ち望んでいます。

大塚 絢子 （2002(H14)年音卒）
メサイアに寄せて…

松田 慰子 （1965(S40)年高卒）
「メサイア」を歌うということ

年
目
の

卒
業
式

50th ANN
IVERSAR

Y

502
0
2
5
年
3
月
1
日
、高
校
の
卒
業

式
に
お
招
き
い
た
だ
き
ま
し
た
。

神
戸
で
の
生
活
も
40
年
が
経
ち
福
岡
で

の
同
窓
会
は
初
め
て
の
出
席
、そ
し
て
卒

業
以
来
女
学
院
に
行
っ
た
の
も
初
め
て
で

し
た
。お
陰
さ
ま
で
懐
か
し
い
皆
と
再
会

出
来
て
本
当
に
感
激
し
ま
し
た
。

＊
＊
＊

時
空
を
超
え
て
当
時
の
思
い
出
が
蘇
り
、

荘
厳
な
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
で
送
ら
れ
る
卒

業
生
の
姿
に
50
年
前
の
私
達
の
姿
が
重
な

っ
て
ま
た
ポ
ロ
リ
��

卒
業
し
て
50
年
、そ
れ

ぞ
れ
が
違
う
人
生
を
歩
い
て
き
て
70
歳
で

再
開
で
き
る
素
晴
ら
し
さ
。ま
た
お
会
い
で

き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
ま
す
。

＊
＊
＊

こ
の
よ
う
な
機
会
を
ご
用
意
く
だ
さ
っ

た
学
校
と
お
世
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
同
窓

会
の
方
々
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
＊
＊

こ
ん
な
に
愛
に
あ
ふ
れ
る
学
校
だ
っ
た

の
で
す
ね
。通
わ
せ
て
く
れ
た
両
親
に
心
か

ら
感
謝
し
ま
す
。＊

＊
＊

女
学
院
の
素
晴
ら
し
さ
に
育
ま
れ
、皆

さ
ん
か
ら
栄
喜
を
い
た
だ
き
、こ
の
と
し
ま

で
何
と
か
元
気
に
忙
し
く
過
ご
し
て
参
り

ま
し
た
。女
学
院
の
お
か
げ
で
す
♬
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

卒
業
式
へ
の
参
加
者
と
夜
の
シ
ャ
ロ
ー
ム

会
へ
の
参
加
者
お
よ
そ

50
名
が
母
校
を
思
い
、

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
音

色
と
と
も
に
女
学
院

を
満
喫
し
た
一
日
で
し

た
。参
加
者
の
感
想
を

書
き
添
え
ま
し
た
。

1
9
7
4（
S
49
）年
高
卒

　長
野
加
代
子

若くて生徒に溶け込むお二人の先生！
緒方先生と坂口（紀藤）先生はどこに？

校長の重枝先生に
今の生徒たちの様子を聞く

福岡女学院シャローム会　宮前迎賓館灯明殿　2025年3月1日

Memories
of

Messiah

Memories
of

Messiah
クリスマスの風物詩メサイア・コンサートに集結した同窓生の声をお届けします♪

何にも増して先ず求められるのは、指揮者が目指す
世界をアンテナ高く感じ取り、それに応える事の出来
る充分に準備された声と確かな言葉。これはメサイア
に限らず殆どの歌う場において当たり前のこと。改め
て楽譜を開いて、全て（ソロも含めて）の曲を歌って見
ると立ち表れてくる、それ迄未消化のまま歌っていた

語、フレーズの“そこ”に在る必然性。正しい情景描写
の中で大きな喜びに至る確信に満ちた輝かしい言葉
たちを生きた音の響きに乗せて歌うことは、まだまだ
先にある遠い到達点への足がかりにすぎなかったの
でしょうか。「又、いつの日か」の希みを持って、演奏
の場を設けて下さった方々に感謝いたします。

高校卒業とともに福岡を離れ、初
めて合唱団に参加したのは2023
年。二田先生の「思い出の授業」
で歌ったハレルヤに感動し、翌日
すぐに合唱団に応募いたしました。

そして今年が2回目の参加です。
卒業生として女学院の「メサイア」には格別の想いが
ございます。練習や本番では先輩、後輩の皆様とお

話する機会に恵まれ、かつてのメサイア話を感慨深く
お伺いし、現役生の皆様とお話ししては「どうか彼女
達の未来が輝かしいものでありますように」と祈りま
す。皆で心をひとつに歌唱するひと時は私も「ぶどう
の枝」であると感じ、練習さえも同窓会のようです。そ
の枝は練習、本番ごとに太く感じられ、女学院との結
びつきを益々強く感じることに感謝するばかりです。
女学院のメサイアが末永く続きますよう願っています。

©FUKAYA Yoshinobu/auraY2

F u k u o k a  J o  G a k u i n  A l u m n a e  A s s o c i a t i o nF u k u o k a  J o  G a k u i n  A l u m n a e  A s s o c i a t i o n 1314



母
が
短
大
卒
で
、親
子
2
代
で
板
倉

武
子
先
生
に
教
わ
り
ま
し
た
。東
野
小

学
校
や
曰
佐
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、子
供
た
ち

に
英
語
指
導
を
す
る
機
会
も
あ
り
ま

し
た
。

小
郡
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、図
書
館
が
お
気

に
入
り
で
し
た
。元
々
演
劇
が
好
き
で
、

大
学
で
は
戯
曲
を
読
む
よ
う
に
な
り
、小

田
島
雄
志
訳
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
品
全
巻

を
図
書
館
に
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
入
れ
て
も

ら
っ
て
、読
み
ふ
け
り
ま
し
た
。母
の
同
級

生
が
図
書
館
職
員
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

立
ち
寄
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

部
活
動
は
、日
本
文
化
を
学
ぼ
う
と
箏

曲
部
に
入
り
ま
し
た
。現
在
仕
事
で
お
こ

と
ク
ラ
ブ
を
担
当
し
、そ
の
経
験
が
役

立
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、詩
を
鑑
賞
す
る
ク

ラ
ブPoetry Pips

に
も
入
っ
て
い
ま
し
た
。

他
に
も
、大
学
の
掲
示
板
を
見
て
は
、フ
ラ

ン
ス
語
、ハ
ン
グ
ル
、秘
書
検
定
、危
険
物
取

扱
な
ど
の
資
格
取
得
に
励
み
ま
し
た
。

３
年
の
秋
よ
り
１
年
間
、ラ
ン
ド
ル
フ
・

メ
ー
コ
ン
女
子
大
学
に
留
学
し
ま
し
た
。

留
学
生
対
象
の
英
語
科
目
を
は
じ
め
、

音
楽
、ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
な
ど
も
学
び
ま

し
た
。と
く
に
、数
学
教
授
法
で
は
、問
題

を
解
い
て
そ
れ
を
ど
う
解
説
す
る
か
を

考
え
る
の
が
面
白
か
っ
た
で
す
。他
に
も

様
々
な
文
化
体
験
が
で
き
、「
留
学
」と
い

う
よ
り「
遊
学
」と
い
う
感
じ
で
し
た
。

幼
い
頃
、教
会
の
日
曜
学
校
に
通
い
ま

し
た
。日
本
語
が
話
せ
な
い
牧
師
先
生
の

ご
家
族
を
母
が
手
助
け
し
、家
族
ぐ
る

み
で
交
流
す
る
う
ち
に
、教
会
が
身
近
に

な
り
ま
し
た
。当
時
の
テ
キ
ス
ト
を
大
事

に
し
て
い
て
、留
学
先
に
も
持
っ
て
行
き

ま
し
た
。滞
在
中
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
に
出

入
り
す
る
よ
う
に
な
り
、礼
拝
出
席
だ

け
で
な
く
、現
地
の
方
々
に
日
本
語
や
日

本
文
化
を
教
え
ま
し
た
。そ
し
て
突
如

「
洗
礼
を
受
け
た
い
！
」と
思
い
、私
の

信
仰
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。現
在
は
、

所
属
教
会
で
月
に
１
度
奏
楽
の
奉
仕
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。昨
年
に
は
、

ア
メ
リ
カ
の
教
会
で
一
緒
だ
っ
た
友
人
一

家
が
来
日
し
て
、念
願
の
再
会
を
果
た

せ
ま
し
た
！

教
員
だ
っ
た
祖
母
か
ら
の
影
響
が
大
き

い
と
思
い
ま
す
。中
学
３
年
の
時
、担
任
の

先
生
が
祖
母
の
教
え
子
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、親
身
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。「
英
語
、向
い
て
る
よ
！
こ
れ
か
ら
は

小
学
校
で
英
語
を
教
え
る
時
代
が
く

る
!!
」と
繰
り
返
し
勧
め
ら
れ
、高
校
と

大
学
で
英
語
を
専
攻
し
ま
し
た
。

卒
業
後
、様
々
な
業
種
を
経
験
し
ま
し

た
。イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
で
事

務
兼
日
本
語
教
師
と
し
て
勤
め
て
い
た

折
、英
語
教
師
へ
の
夢
が
強
く
な
り
ま
し

た
。子
育
て
中
で
も
あ
り
、派
遣
社
員
に

転
職
し
て
、通
信
で
幼
稚
園
・
小
学
校
教

諭
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

教
育
実
習
は
、キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
幼

稚
園
で
し
た
。あ
り
が
た
い
こ
と
に
そ
の

幼
稚
園
で
仕
事
を
得
ま
し
た
が
、英
語
教

育
の
夢
を
あ
き
ら
め
き
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。非
常
勤
で
院
内
学
級
や
塾
で
経
験
を

積
ん
だ
後
、欠
員
の
出
た
小
学
校
に
呼

ば
れ
ま
し
た
。臨
時
的
任
用
職
員
と
し
て

支
援
級
で
い
ろ
ん
な
学
年
の
児
童
を
個

別
に
サ
ポ
ー
ト
し
、各
教
室
に
入
っ
て
学

級
経
営
を
学
べ
ま
し
た
。

様
々
な
実
践
を
経
て
、教
員
採
用
試
験

を
受
け
て
合
格
。教
諭
生
活
７
年
に
な

り
ま
す
。３
・４
年
生
を
担
任
し
た
際
は
、

交
換
授
業
で
学
年
全
ク
ラ
ス
の
外
国
語

活
動
を
担
当
し
ま
し
た
。今
年
度
は
、初

め
て
外
国
語
専
科
と
な
り
ま
し
た
。３
〜

６
年
生
の
全
ク
ラ
ス
で
英
語
を
教
え
、念

願
叶
っ
て
充
実
の
毎
日
で
す
。

こ
れ
ま
で
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
関
心
を

抱
き
、挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。女
学
院
で

培
っ
た
こ
と
が
活
か
さ
れ
て
い
る
今
、繋

が
り
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。僭
越
な

が
ら
取
材
を
受
け
、大
変
光
栄
に
思
い

ま
す
。

好
奇
心
いっ
ぱ
い
の
大
学
生
活

山本 陽子 さん
2001（H13）年大卒

プロフィール

1996年人文学部英米文化学科入学。３年次に米国に交換留学、受洗する。教職課程を履
修し、中高教諭(外国語)免許を取得。
卒業後は企業に就職し、結婚、出産、転職を経て、英語教師の夢が強まる。日本女子大学通
信教育課程にて幼稚園・小学校教諭免許取得。現在、神奈川県川崎市小学校教諭。

大学開学より35年、多くの卒業生を輩出しています。
女学院といえば、キリスト教と英語。

ミッションスピリットを持つ大卒生、山本陽子さんにお話をうかがいました。

Let's do it now!
「一度きりの人生、いろいろ挑戦したい！」

導
か
れ
て
入
信

夢
に
向
かっ
て

2
0
2
5
年
9
月
7
日
〜

9
月
14
日
ま
で
タ
イ
の
パ
タ
ヤ

で
開
催
さ
れ
た
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

シ
ニ
ア
世
界
大
会
女
子
ダ
ブ

ル
ス
65
歳
以
上
の
部
で
世
界
一

に
輝
い
た
古
賀
ひ
と
み
さ
ん
。

初
め
て
の
世
界
大
会
へ
の
挑

戦
で
見
事
優
勝
に
輝
い
た
こ

と
に
本
人
も
び
っ
く
り
！
小
学
生
で
始

め
た
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
を
続
け
な
が
ら
、女

学
院
で
は
な
ぜ
か
テ
ニ
ス
部
に
所
属
し
、

楽
し
い
学
校
生
活
を
送
り
テ
ニ
ス
で
大
学
へ
。

ガ
ー
コ（
彼
女
の
呼
び
名
）の
世
界
一
に
勇

気
と
感
動
を
も
ら
っ
た
同
級
生
た
ち
24

名
が
急
遽
集
ま
り
祝
勝
会
を
行
っ
た
。10

月
2
日「
ス
タ
ジ
オ
楽 N

AN
EA

」に
て
フ

ラ
ダ
ン
ス
あ
り
太
鼓
あ
り
の
応
援
合
戦
。

そ
れ
は
見
ご
た
え
の
あ
る
も
の
で
、こ
れ
ら

も
全
て
彼
女
の
趣
味
だ
と
い
う
か
ら
驚
き

だ
。4
人
の
子
育
て
で
ブ
ラ
ン
ク
も
長
か
っ

た
が
、36
歳
に
復
帰
し
て
今
が
あ
る
。40
歳

で
じ
ん
帯
を
痛
め
た
時
に
は
優
し
い
夫
の

お
か
げ
で
無
事
に
手
術
も
で
き
た
。

今
回
初
め
て
取
材
で
お
会
い
し
ま
し
た

が
、す
べ
て
を
懸
命
に
生
き
る
貴
方
の
お

話
を
聞
け
て
元
気
を
も
ら
え
ま
し
た
。

ガ
ー
コ
!!
金
メ
ダ
ル
も
宝
も
の
だ
け
れ

ど
、応
援
し
て
く
れ
る
同
級
生
は
何
も
の

に
も
代
え
が
た
い
宝
物
だ
ね
。金
メ
ダ
ル

お
め
で
と
う
、そ
し
て
あ
り
が
と
う
。
��

古賀 ひとみ さん
1977（S52）年高卒

1973（S48）年卒業の同窓会を開催しました。
学生時代を映し出したスライドショーを観た時、イカリの制服を着た私達がその中に居たように見えました。

仲間達と一緒に学生生活へタイムスリップ出来た素敵な同窓会になりました。

1973（S48）年高卒 今岡 由伊子

古希同窓会
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ラベルシールをご確認のうえ会費納入のご協力をお願いいたします。
同窓会会費は1口1,000円ですが、1,000円から何口分
でもお支払いいただけます。満期は50口です。  会報「ぶ
どう」送付時の宛名ラベルシールの左下に、満期までの
口数を記載しております。完納されている方は0と記載さ
れます。 

〒811-1313

宛名ラベルシール

福岡県福岡市南区曰佐3-42-1

福岡　花子　様

2999001321

■ 会員No.

完納された方は「0」と記載さ
れます。

（例）右図の場合は満期（額）に
対して21口分（21,000円）残っ
ています。
※1,000円から何口分でもお
支払いいただけます。

ご不明な点は同窓会事務局ま
でお尋ねください。

■ 満期までの口数（残）
　 2024年12月末現在

0179－4－19034
福岡女学院同窓会

会費振込先

ゆうちょ銀行からのお振り込み

ゆうちょ銀行      店名  一七九(イチナナキュウ) 

    当座  0019034
 福岡女学院同窓会

他銀行からのお振り込み

　同窓会会員の皆様からの貴重な会費を同窓会活動の運営と学院の発展のために、大切に使わせていただいております。
ご理解とご協力をお願い申し上げます。

財務部より

氏名の表記でシステムの都合上、旧字体など表示できない場合がございます。
その場合は代替文字で表記させていただきます。ご了承ください。

氏名の
漢字表記について 𠮷 吉 辻 辻例：

※（　）旧姓です。※卒年順です。
2025.12.31現在

ご家族の了承を頂いた方のみ記載しております。

逝  去
つつしんで哀悼の意を表し、主による平安をお祈りいたします。 （敬称略）

　 会報誌『ぶどう』発行
　 創立記念日ホームカミング・バザー開催
　 卒後50年の同窓生を卒業式へ招待
　   85歳以上の会員へのクリスマスカード発送
　   クリスマス会、卒後25年の同窓生招待
　   学校部会支援
　   在校生支援
　   学院支援

　   同窓会総会
　   役員会
　   支部長会
　   支部総会
　   名簿管理
　   会計処理
　   ホームページ・Facebook・
　   Instagram・公式LINE管理

ご登録よろしくお願いいたします！//

Instagram
ID:＠fjdousoukai

公式LINE Facebook

会　長

野田　幸子（1979（S54）年高卒）

副会長

稲原しのぶ
津留﨑幸代
古賀真理子

（1979（S54）年高卒）

（1982（S57）年高卒）

（1993（H5）年高卒）

監　査

田中　由利
中川　文恵（1986（S61）年高卒）

（1982（S57）年高卒）

事務局

城取　祐子
中津菜美子
吉田　友美

（1996（H8）年短卒）

財務部

三船　則子
相良　美佐

（1982（S57）年高卒）

（1982（S57）年高卒）

総務部

三浦　徳子
渡邉　美加（1979（S54）年高卒）

（2000（H12）年高卒）
広報部

城戸真由美
牛島　惇子

（2000（H12）年大卒）

（1966（S41）年音卒）

（1974（S49）年高卒、
1976（S51）年短卒）

会員部

魚住　直美
長野 加代子
諸江　陽子

（1974（S49）年短卒）

（1976（S51）年音卒）

役員紹介

活動報告

2025年12月13日(土)、クリスマス会を開催いたしました。
エリザベス・リーホールにて守山院長とともに礼拝を守りました。

その後の祝会では、演奏会、バザーや抽選会、懐かしい仲間との歓談でにぎわいました。
2000(H12)年卒業(高校・短大・大学)の皆様にお集まりいただきました。卒後25年おめでとうございます！

2001(H13)年卒業生をご招待します。お誘いあわせのうえ、お越しください。
お待ちしています！  ＊詳細は別途ご案内いたします。

2026年

12月12日(土)
次
回
は

クリスマス会

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

中嶋　　勇子
河内　　慶子
日髙　ヒロ子
田中　須美子
片山　　久子
吉田　マサ子
森脇　眞理子
稲田　　瑤子
君 島　 和 子
椎津　万里子
間　　　孝子
森　　　俶代
永井　　素子
岡　　智恵子
中田　　礼子
鹿島　　静子
佐野　　英美
三浦　テル子
田中　　悠子
安西　　丈子
梶谷　　黎子
広瀬　　微孝

（中嶋）
（綱島）
（中田）
（松田）
（越尾）
（傍島）
（伊藤）
（稲田）
（福田）
（牧野）
（山本）
（三宅）
（徳永）
（ 祷 ）
（坂本）
（佐藤）
（渡辺）
（西田）
（蓮井）
（井上）
（岡村）
（矢野）

1937（S12）女・1938（S13）専
1941（S16）女
1941（S16）女
1942（S17）女
1943（S18）女・1944（S19）専
1943（S18）女
1944（S19）女
1944（S19）女
1945（S20）女
1946（S21）女
1947（S22）女
1950（S25）高
1951（S26）高
1952（S27）高
1952（S27）高
1952（S27）高
1953（S28）高
1954（S29）高
1955（S30）高
1956（S31）高・1957（S32）専
1956（S31）高
1956（S31）高

2024.12.31
2 0 2 5 . 1 . 2
2024.9.28
2025.2.17
2025.10.4
2016.11.30
2022.8.11
2 0 2 5 . 1 . 6
2024.12.30
2025.9.10
2024.10.12
2 0 2 5 . 1 . 3
2025.3.10
2025.10.8
2 0 2 5 . 1 . 1
2024.10.6
2 0 2 5 . 2 . 9
2025.10.2
2 0 2 4 . 8 . 1
2 0 2 5 . 1 . 5
2024.12.1
2025.6.22

平野　　　緑
東　　　鋭子
寺﨑　　慶子
佐藤　　雅子
橋本　　和子
本田　　恵子
山中　　栄子
門田　　洋子
丸山　由加利
黒瀬　　令子
中本　　愛子
櫛田　　敏子
甲本　　洋子
籌　　　鈴子
八木　枝理子
仲山　　恭子
安田　　和子
佐藤　　悦子
塚本　勢津子
大橋　　恵子
菅原　奈穂子

（竹下）
（大家）
（安田）
（金沢）
（京都）
（松田）
（佐々木）
（高山）
（井手）
（高橋）
（徳原）
（小野）
（福田）
（村上）
（高木）
（仲山）
（安田）
（山田）
（西崎）
（山本）
（宗田）

1957（S32）高
1958（S33）高
1958（S33）高
1959（S34）高
1961（S36）専
1962（S37）高
1962（S37)高
1962（S37)高
1963（S38）高
1963（S38）高
1967（S42）高
1967（S42）短
1967（S42）短
1968(S43)高・1970(S45)短
1969（S44）高・1971（S46）短
1976（S51）短
1976（S51）短
1977（S52）高・1979（S54）短
1979（S54）短
1983（S58）短
1988（S63）高・1991（H3）短

2025.2.16
2025.2.20
2025.11.12
2 0 2 4 . 1 . 5
2 0 2 5 . 3 . 5
2025.7.21
2025.2.23
2025.1.17
2024.9.23
2021.8.16
2 0 2 5 . 3 . 2
2016.10.6
2 0 2 4 . 9 . 1
2025.12.14
2025.1.25
2025.9.26
2023.12.3
2022.11.22
2024.12.31
2024.12.11
2024.11.17

同窓会会員のお子様・お孫様・姉妹様の入学希望者につきましては、入学時にかかる費用の一部を奨学金とし
て給付する制度があります。詳細は同窓会事務局にお問い合わせください。

［中学校・高等学校］同窓会入学特別選考のお知らせ

監   査

本 部 事務局
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同窓会活動のお手伝いをしてくだ
さる｢サポーター｣を募集しています。
女学校・中・高・短大・大学・看護大・
大学院すべての卒業生が対象です。
サポーターとしてご登録いただける
方は、同窓会事務局までご連絡く
ださい。
ご協力をよろしくお願いします！

同窓会サポーター募集！

編集後記

ぶどうの
一粒

個性豊かで幅広い世代の
同窓生をイメージして、ぶど
うのグラデーションカラーの
表紙でお届けいたします。
コロナ禍を経て、学院創立
140周年を迎え、メサイアも

開催され、おかげさまで誌面のにぎわいを取り
戻しました。ご協力いただきました皆様に感謝
申し上げます。(広報部 城戸真由美・牛島惇子)

皆さまの声をお聞かせください。
ご意見・ご感想をお待ちしてます。

福岡女学院同窓会
〒811-1313 福岡県福岡市南区曰佐 3-42-1
TEL（092）575-2479　FAX（092）575-5959
【 U  R  L】 https://www0.fukujo.ac.jp/alumnae/
【E-mail】 alumnae@fukujo.ac.jp

■個人情報取扱いについて
２００５年４月より、個人情報保護法が制定されました。個人情報を取り扱う同窓会事務局と
しましても、慎重に皆様の会員データを管理しております。懐かしいお友達へのご連絡など、
事務局へ沢山のお問い合わせがございますが、必ずご本人様への確認をさせていただいた
上でお答えしております。同窓会会員には同姓同名の方が多くいらっしゃいます。データ管理
の間違いを防ぐために生年月日のご確認をさせていただきます。皆様のご理解とご協力を
お願いいたします。

住所・氏名変更、同窓会会費その他お問い合わせ、ご連絡は同窓会事務局へ （受付時間：月～金 午前10:00～12:00／午後13:00～17:00）

●福岡女学院同窓会会報「ぶどう」第31号 2026

福岡女学院　同窓会

1885年に創立された福岡女学院は、2026年に創立141周年を迎えます。同窓生の皆様とご一緒
に記念日をお祝い致したく、ご案内申し上げます。記念行事等の詳細は決定次第、順次学院ホーム
ページなどに掲載いたします。
皆様のお越しをお待ち致しております。

短歌コンクール
ウェブサイト

2026年度、メイクイーンは110回目を迎えます

福岡女学院創立141周年記念行事のお知らせ

作品
募集

第13回福岡女学院短歌コンクール
「今をうたう」をテーマに短歌作品を募集いたします。概要は短歌コンクールウェブサイトを
ご覧ください。（4月下旬頃公開予定）たくさんのご応募をお待ちしております。

学
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

エリザベス・リー校長の発案により始まったメイクイーンは、
現在も華やかに受け継がれています。

場 所 福岡女学院 （福岡市南区曰佐3-42-1）日にち 2026年5月16日（土）

❶ エンジ ❷ パープル

第2段
発売中

福岡女学院大学売店   TEL 092-575-5481

株式会社ミッションサポート
営業時間   9：00～12：00
　　　　 13：00～17：00
TEL 092-575-2551
Email info@missionsupport.co.jp

mission
goods

サイズ：約25cm×25cm　製造国：ドイツ
素材：綿100％（スリット糸使用）　各 3,520円販売価格 税

込

福岡女学院オリジナル フェイラーハンカチ

【WEB注文はこちら】 https://www.salat.club/feiler/fukujo2

2026（
令
和
8）年

2
月
1
日
　
発
行
：
福
岡
女
学
院
同
窓
会

ぶ
 ど
 う
 

v
o

l.31  2
026




